
為替週間展望＝ドル円は１０９円を回復して堅調な推移か

　　　　　　　　　　［５月３日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    4 月 26 日～ 4 月 30 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  108.14   109.22(29)    107.64(26)    108.78   +0.90

ユーロ・ドル  1.2096   1.2150(29)    1.2056(28)    1.2116   +0.0019

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    28,812.63     -375.54     日本10年債利回り   0.097   +0.026

ダウ平均株価    34,060.36      +16.87     米10年債利回り     1.634   +0.077

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

３日　　独３月小売売上高

　　　　独４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　米３月建設支出

　　　　米４月ＩＳＭ製造業景況指数

４日　　豪３月貿易収支

　　　　中国４月財新製造業購買担当景気指数

　　　　豪中銀（ＲＢＡ）政策金利

　　　　英４月製造業ＰＭＩ確報値

　　　　カナダ３月貿易収支

　　　　米３月貿易収支

　　　　米３月製造業受注

５日　　ＮＺ第１四半期雇用統計

　　　　豪３月住宅建設許可件数

　　　　スイス４月消費者物価指数

　　　　独４月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏４月非製造業ＰＭＩ確報値

　　　　ユーロ圏３月生産者物価指数

　　　　米４月ＡＤＰ雇用統計

　　　　米４月サービス業ＰＭＩ確報値

　　　　米４月ＩＳＭ非製造業景況指数

６日　　独３月製造業受注指数

　　　　ユーロ圏３月小売売上高指数

　　　　英中銀（ＢＯＥ）政策金利

　　　　米第１四半期非農業部門労働生産性指数

　　　　米新規失業保険申請件数

７日　　中国４月貿易収支

　　　　スイス４月雇用統計

　　　　独３月鉱工業生産指数、独３月貿易収支、独３月経常収支

　　　　英４月建設業ＰＭＩ

　　　　カナダ４月雇用統計

　　　　米４月雇用統計

　　　　カナダ４月Ｉｖｅｙ購買部協会指数

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】米１０年債利回りは１．５５％前後まで低下した後はもみ合いと
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なっている。ドル円は１９日に長い陰線でボリンジャーバンド－２Σに接近して、その

後も上値重く推移している。この軟調な流れが継続して、ドル円はさらに下値を探る展

開が見込まれるとした。

　　　　

【ＦＯＭＣでは金融政策に変更なし】

　４月２７～２８日に米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では、市場予想の通り、ゼロ

金利政策や量的緩和策は維持された。フェデラルファンドレート（ＦＦレート）の誘導

目標は０～０．２５％に据え置かれた。また、米国債を月額８００億ドル、ＭＢＳ（住

宅ローン担保証券）を月額４００億ドルペースで買い入れる方針も全会一致で維持され

た。

　　

　ＦＯＭＣ声明では「経済活動と雇用は力強さを増した」と景気認識は引き上げた。一

方で、「インフレは上昇したものの一過性の要因を主に反映した」としており、あくま

でも物価上昇は一時的なものであることを強調した。

　　

　パウエル議長は記者会見で「インフレの一時的上昇は利上げを正当化しない。まだ資

産購入ペース縮小について協議する時期ではない」と、これまでと同様に慎重姿勢を示

して、一部でささやかれる量的緩和の縮小（テーパリング）観測にクギを刺した。まだ

多くの人が離職しており、サービス業の労働者は仕事を見つけるのに苦労する可能性に

も言及した。

　　

　ＦＯＭＣの結果もパウエル議長の記者会見の内容もおおむね予想通りとなった。米連

邦準備制度理事会（ＦＲＢ）のハト派姿勢が再確認された格好となった。

　　

　ドル円は米長期金利の低下などを背景にドル売り円買いの動きとなって、４月２３日

に１０７円台半ばまで下落した。米１０年債利回りは１．５３％前後まで低下した後、

４月３０日には１．６５％前後まで上昇しており、ドル円も１０９円台前半まで戻りを

見せている。

　　

　ドル円は３月３１日の高値１１０．９７近辺から４月２３日の安値１０７．４８まで

３．５０円近い下げとなって、修正安の動きが続いてきたことで、下げ一服から戻り歩

調に転じている。２１日移動平均線の通る１０９円付近まで戻してきている。４月２９

日に１０９．２２付近まで戻したものの、その後は１０９円近辺でのもみ合いとなって

いる。

　　

　５月第１週は、３日の米４月ＩＳＭ製造業景況指数、５日に米４月ＡＤＰ雇用統計、

米４月ＩＳＭ非製造業景況指数、７日に米４月雇用統計など注目度の高い経済指標の発

表が相次ぐ。このところの米経済指標は予想から上振れするケースも目立つ。米経済指

標の堅調さがすぐに米長期金利の上昇に結び付くわけではないものの、良好な経済指標

はドル円の支援材料になりやすいとみられる。ドル円は１０９円台を回復して、その後

も堅調な推移が見込まれる。ドル円の目先の予想レンジは、１０８．２５～１１０．０

０円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、３日に米４月製造業ＰＭＩ確報値、米３

月建設支出、米４月ＩＳＭ製造業景況指数、４日に米３月貿易収支、米３月製造業受

注、５日に米４月ＡＤＰ雇用統計、米４月サービス業ＰＭＩ確報値、米４月ＩＳＭ非製

造業景況指数、６日に米第１四半期非農業部門労働生産性指数、米新規失業保険申請件

数、７日に米４月雇用統計などがある。

　　

【ユーロドルは緩やかに上昇を継続か】

　ユーロドルは堅調な流れが続いている。米国では緩和的な金融政策が継続される見通

しが広がっていることや、欧州でも新型コロナウイルスのワクチン接種の普及が進ん

で、景気回復につながるとの期待感も広がっている。チャート上ではボリンジャーバン

ド＋１Σをサポートに堅調な流れを見せており、引き続き上昇基調が継続するとみられ

る。ユーロドルの目先の予想レンジは１．２０００～１．２２５０ドル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、３日に独３月小売売上高、独４月製造業Ｐ

ＭＩ確報値、ユーロ圏４月製造業ＰＭＩ確報値、４日に豪３月貿易収支、中国４月財新



製造業購買担当景気指数、豪中銀（ＲＢＡ）政策金利、英４月製造業ＰＭＩ確報値、カ

ナダ３月貿易収支、５日にＮＺ第１四半期雇用統計、豪３月住宅建設許可件数、スイス

４月消費者物価指数、独４月非製造業ＰＭＩ確報値、ユーロ圏４月非製造業ＰＭＩ確報

値、ユーロ圏３月生産者物価指数、６日に独３月製造業受注指数、ユーロ圏３月小売売

上高指数、英中銀（ＢＯＥ）政策金利、７日に中国４月貿易収支、スイス４月雇用統

計、独３月鉱工業生産指数、独３月貿易収支、独３月経常収支、英４月建設業ＰＭＩ、

カナダ４月雇用統計、カナダ４月ＩＶＥＹ購買部協会指数などがある。
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